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る」 （ 「游東田」 ）のそれと似通っている。両者の異なる
ところ 謝朓は実景を描いた に対して 家持 想像上の風景を描いた点である。　







































































































































ている。盛唐以後、初めて咲く蘭、蓮、牡丹、菊、槿、芍薬、梅などを「初開」で表現するようになった。漢詩文における「初發」 「始發」 「初開」を踏まえ 家持がこの「初咲」という歌語を作り出した可能性が高い。また「橙橘初咲」との対句である「霍鳥翻嚶」の表現にも、家持の工夫が見られる。　「霍鳥」について、新日本古典文学大系の『萬葉集』 （四）の注釈は次の通りである。
次の霍鳥（西本願寺本）も「霍公鳥」を略して二文字で表したと見たい。花と鳥で四文字の対になることを意識しているのである。「翻嚶」は漢籍に用例未見。 「嚶ナク」 （名義抄） 。ただし、 「嚶」は本来は鳥の鳴き声の擬声語。 「鳥鳴くこと嚶嚶」 （詩経・小雅・伐木） 。





























































家持はホトトギスの鳴き声を、 「喧」 「鳴」 「嚶」 「哢」等の字で表現する。そのうち、 「喧」と「鳴」を用いた例が多く、 「嚶」と「哢」








































































































































































































以上に挙げた「嚶」 「嚶鳴」 「鳴嚶」の用例は、い れも『詩経』小雅・ 「伐木」の文学的伝統を受け継いだものである。特に謝氏の













































































































































































































































































































家持は『詩経』小雅・ 「伐木」以来の文学的伝統に従い、 「友」を求める喩えとして用いられる「嚶」により ホトトギスの鳴き声を

























































































































































































































































何劭の「琴書」は琴と書籍、 「擧爵」の「爵」は酒を意味する。琴、詩文 そして酒は、文人雅士 孤高 生活に欠かせないも で
ある。池主の「琴罇」は琴と酒樽を指す。琴 酒は文人雅士の風流な趣味を表し、友情を交えた風雅な遊びの必需品と言える。　「携手」は象徴的な意味を持つ詩語で、その出典は「惠にして我を好まば、手を携へて同
とも

















































































色の動くや、心も亦揺く」 （ 『文心雕龍』 「物色」 ）という一文を連想させる。　
また、両者にはもう一つ共通する点がある。何劭の「在昔
同班司




























































































































































































































































































































































































































第三段は第十三句～第二十句である。第一段は何劭に誘われた晩年の話、つまり、官を辞した後の夢の話を踏まえ、今までの官吏の仕事の窮屈さ、つらさを述べる。第二段は、何劭の「清泉涌」 「嘉木敷」の詩句を踏まえ、君の詩は「穆として清風の灑ぐが如く、奐として春華の敷けるが若し」であ と、 「良朋」の新詩への賛美、 そして共に遊ぼうという誘いに対する感動を詠む。第三段では年を取った自分も官を辞し、 「良朋」と共に田園生活を自由自在に楽しみたいという心情が述べられる。　
張華は、何劭の「私かに願ふ黄髪を偕に逍遥して琴書を綜べ／爵を茂陰 下に擧げ、手を攜へて共に躊躇せんことを」の誘いに対し
て、 「髪を重陰の下に散じすべき、杖を抱いて清渠に臨み／耳を屬けて鶯鳴を聽き、目を流して鯈魚を翫び」と答える。そして何劭の友情を示す「携手」に対して、張華は友を求め合うことを象徴する「鶯鳴」で応じる。この贈答 でのやりとりから、何劭と張華は共に、優れた文才の持ち主であったことがよく分かる。　
張華も何劭も博学で且つ詩作に優れた。特に張華は賦だけでなく、五言 も善くし 児女の情を表すことに長じた 二人とも晋の重
二四



























































































































池主と家持の贈答詩、そしてその詩序は、 『藝文類聚』巻三十一・ 「贈答」の項と『文選』巻二十四・ 「贈答」に所収される中国文人











































































































































































































































































































  別離の心」 （ 「怨歌行」 ）に見られる。






























































幹の「鬱結」及び「古詩八首」其七の「気結」を下敷きにし、 家持が「心中鬱結」を作り出 と考えられる。 「心中 は曹丕の「心鬱結」と同じ意味である。 「悲別の歌」 題詞は中国詩賦の形式に基づく四字句と六字句で綴られたもので、字数を揃える為に、家持は「心中鬱結」にしたものと思われる。
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部分の「悲しいかな、秋の氣たるや。蕭瑟たり、草木搖落して、變衰す。憭慄たり、遠行に在りて、山に登り水に臨み、將に歸らんとするを送るが若 」を参照し構想したものと思われる。宋玉の表現を借りて描かれ 秋のもの寂し 景色に、友人との別れを悲しむ曹植の心情が表現されて る。　










第六句は、屈原の「悲しきは生別離より悲しきは無し」 （ 「少司命」 ） 、第七句は、 「心怡しまざること此れ長久なり。憂と愁と其れ相
接す」 （ 「九章」哀郢）を踏まえていることが明らかである。特に第七句の「鬱悒」は 屈原の「離騒」と「九章」 ・惜誦の「鬱悒」の用法と同様である。両者の相違は、屈原の「鬱悒」 身の不遇に苦しんでいることによるものであるのに対して、曹植のそれは親友と離別してもう会えないのだろうという悲哀の情によるものである。　
曹植の「離友詩」の特徴は、友人との仲を恋人同士のように表現するところにある。六朝時代に、友情詩は恋愛詩より多く、男性同
士は友情詩を恋愛詩のように書くのが当時の風潮である。曹植の「離友詩」 もこういった時代傾向が垣間見られる。　






















































































































は夏侯威の人柄に引かれて仲良くなったのであ 一方、家持が久米広縄と長きにわたって親しく付き合った も久米 「その心引」によったのではなかろう 。家持は曹植の「余尚
￡其爲
＄人、









題は「友を求める」 、 （二）大伴池主に贈る「七言一首の詩序」の主題は「交友」 、 （三）久米広縄に贈る悲別の歌の「題詞」の主題は「離友」によって統べ括れる。漢詩文より取り入れた「鬱結」によって家持は自分の心情をそれぞれよく表したと言えよう。　
弟書持の贈答に報える歌の「題詞」における 鬱結」は、家持自身の創作 対するよき理解者、指導者を渇望する思いによるもので
ある。大伴池主に贈る「七言一首の詩序」での「鬱結」は、 詩心の高揚」である 、即ち文学創作を好むものの、資質上の問題、及び幼少期における努力不足といった悩みを抱えた自身の現状による。久米広縄に贈 悲別 歌の「題詞」における「鬱結」は、親友との離別で悲しむ思いによった。　
家持は「鬱結」する心を晴らす為に二つのよい方法があることを知っていた。まず一つは、古代中国の聖賢から教わったもので、文
学創作に取り組むことである。もう一つは、優れ 文学作品 鑑賞である。これも晋の詩人の張華 「答何劭」詩から学んだ ではなかろうか。
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